


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ うし 小グル プ が いのか 

利用者一人ひとりの個性や生活のリズム 

に沿ったサービスの提供を行うためには、 

一人ひとりのこれまでの人生の背景や生活 

スタイルを知る事により、その方の生活を 

可能なかぎり継続できるよう努めることが 

重要である。そのために、職員は個人を深 

く理解し、より多くの関わりを持つ事が必 

要とされる。小グループ制を取る事により、 

利用者一人ひとりの情報を深く理解をした 

上で関わりを持てる事で利用者個々のニー 

ズに対応したケアを行う事ができ、職員と 

利用者のより深い信頼関係の構築が図れ、 

利用者一人ひとりへのサービスの質の向上 

に繋げていくことができる。 

 

 ソフトとハ  

施設の整備においてコンセプトとした事は、入居する方が、施設において自分の家と

感じていただけるよう、各ユニットの外観や内装をユニット毎に個性を持ったものとし、

愛着を持てるように工夫をした。 

また、ハード面での取組みとしては、風呂場は開放感のある、露天風呂をイメージし

た大浴場で温泉気分を満喫していただこうと工夫した。プライベート空間でゆっくり

と！と思われる方にも、明るく清潔感のある個浴の空間づくりに配慮した。 

また、施設全体に間接照明を多く使い柔らかく、温かい落ち着ける雰囲気作りに努め

た。居室をはじめどの場所も明るい部屋になるよう色合いにもこだわった。ご家族も来

て頂きやすい明るい雰囲気の施設に出来上がったと思う。 

パブリックスペースは 3 つに仕切れる工夫を施し、喫茶コーナー・健康ゾーン・図書

ゾーンとして、それぞれ用途に合った活用が頂けるよう設計した。オープンにするとホ

ールとしても活用頂ける。セミパブリックスペースも皆さんが自由に利用頂けるよう工

夫している。また、オープンデッキで外の空気をあじわい、園芸等が出来るスペースを

確保した。 

ソフト面での取り組みとしては、法人理念である、職員一人ひとりが「私が入りたい」

と思える施設作りと「私が利用したい」と思えるような在宅サービスを目指し、住まい

の中に自分の居場所・落ち着けるスペースを持って頂けるよう配慮した。また、お一人

それぞれのユニットに隣接した庭付きの家をイメージしたオープンデッキ 

ユニット毎に建てられた７つの家 

ユニット(10 名)での小グループ制により個別のニーズへの対応 

─ 198 ─





７ り み 

ユニットケア行い、ケアを行うグループを小規模化することによって、スタッフは利

用者と馴染みの関係を築く事ができ、大きなグループでのケアに比べてより多くの個別

情報を共有した中でサービスの提供を行うことができる。ユニットケアにおいては、こ

のような利点を活かして、より多くの情報を活用して個別のニーズに対応していく事が

望まれ、それらを達成することで、施設に入所後も在宅での生活スタイルの継続を行っ

ていくことができると考えている。そのために、各ユニットに職員を固定配置し、複数

のユニットを掛け持つことのないようにシフトを調整した。そのことで、ユニット内で

の意識がまとまり、目的意識を持ちやすくなった。 

私達は、お一人おひとりのこれまでの人生の背景と生活スタイルを知り、これまでど

のような人生を送ってこられたか、またどのような事に楽しみを持たれるのか等、その

方自身を知る事に努めている。そこで認知症介護研究・研修東京センターの 24H シート

の活用を行い、ご利用者のニーズの引き出しをご家族に協力いただき、施設で「どのよ

うに暮らしていきたいか」をもう一度確認している。これまでのケアプラン中心の課題

解決中心の日課だけでは不十分であったが、最近ではいつ、どこで、どんな生活をして

いきたいか等の意向を踏まえた関わりのもと、入居前の生活の継続が実現しつつあるよ

うに思う。 

また、記録面においても、24 時間軸に沿った暮らしぶりの記録を行っている。新しい

記録様式を活用していく事で、スタッフ間で共有する内容が変化し、ケアプランもより

暮らしに沿った内容に更新され、実際の介護とケアプランが連動している事がいっそう

明確になった。 

 

 の 除 介 か ケアへ  

これまでの既存施設では日課があり、食事や入浴の時間も決められ一斉介護が行われ

ているケースが多くみられたが、これまであった日課を排除し、一斉介護から個別ケア

への変革が求められる。個別ケアの実践を行うために、ひとりひとりの 24H シートに沿

ったサービスを提供し、生活のリズムを尊重した利用者主体のサービスを考える事が重

要である。 

これまで一斉に介護が行われていた食事や排泄・入浴についても、可能な限り柔軟に

入居前の生活リズムに合わせる事ができるよう、これまでの施設内の業務の流れ・仕組

みを改善する必要があった。施設内の一貫した業務にご利用者の生活を当てはめていく

流れから、ご利用者個々の 24H 軸の生活を合わせたスケジュールに対応していく業務に

切り替える仕組み作りと、その指導に時間をかけている。 

 

 人材  

施設開設前にユニットケアの理解を深めるため、既存のユニットケア実践施設へ出向

し研修を行い、ユニットケアの概要について学び、介護の基本技術習得のため既存の従

来型特養で実地研修を行った。 

また、ユニットリーダー研修受講者によりスタッフへのユニットケア指導を実施し、

ユニットケアをどのように進めていくかの意思統一を図った。しかしながら、開所当初

は、ユニットケアへの取組みに個人差が生じていたり、各ユニット間での情報の共有が

上手く出来なかったり等問題点が多かった。 

人材の育成においても、ユニットの職員に委ねられる部分が多く、統一した人材の育

成が行われていなかった。そこで、新人職員への研修のあり方を見直し、マニュアル・

プログラムを作成することで統一した人材の育成が図れるように努めた。また、情報の
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ットワークの拠点になる必要があると考えている。 

 

１３ ・ ・介 の 来  

介護現場では慢性的に人材の不足と処遇の低さが問題である。サービスの質の向上を

図るには優秀な人材を基準以上に配置する必要があるが、同時に人件費の割合が高くな

り経営の圧迫がみられる。設備資金の借入返済も重なり大変資金的に緊迫しているのが

現状である。しかし、介護現場が魅力ある職場となり、また同時に利用者にとっても素

晴らしい場所になるように努めていかなければいけないと考えている。 

 

１４ り  

ユニットケアは個別ケアを進めていくための手段のひとつであり、利用者が限りなく

活き活きとした生活を送れるよう、常にサービスの質の向上を目指していきたいと思う。

ただ、「これで良い！」と思う事は永遠にないと思う。 

一つ改善、また改善…。そんな繰り返しの日々ですが、今に満足するのではなく、試

行錯誤を繰り返し一歩一歩前進していきたいと思う。当たり前に過ごす中に、何か小さ

な気付きが隠れていると考える。ご利用者の方々の心地の良い暮らしの提供と、それに

職員がやりがいを感じられるような良い流れを施設内に作る「仕掛け」が求められてい

るように思う。 
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